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発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

(

名
称)

加
入
区
の
名
称

下
北
郡
川
内
町
大
字
川
内
字
田
野
沢
一
六
九
の
二
〇
坂

井

勝

儀

下
北
郡
川
内
町
大
字
桧
川
字
川
代
一
五

浜

田

勲

川
内
町
加
入
区

む
つ
市
大
字
奥
内
字
浜
奥
内
五
の
二

新

谷

富

也

む
つ
市
大
字
奥
内
字
浜
奥
内
六
の
二

品

木

長

助

む
つ
市
第
一
加
入
区

む
つ
市
大
平
町
三
三
の
九

大

室

石

夫

む
つ
市
大
湊
上
町
三
九
の
一
二

畑

中

道

安

む
つ
市
第
二
加
入
区

上
北
郡
野
辺
地
町
字
米
内
沢
五
九

久
保
田

秀

雄

上
北
郡
野
辺
地
町
字
浜
掛
一
の
九

山

縣

勝

彦

野
辺
地
町
加
入
区

東
津
軽
郡
平
内
町
大
字
浪
打
字
深
沢
五
三
の
一
太

田

徳

一

東
津
軽
郡
平
内
町
大
字
土
屋
字
淀
川
一
四
の
五
田

村

義

夫

平
内
町
第
一
加
入
区

東
津
軽
郡
平
内
町
大
字
茂
浦
字
茂
浦
三
六
の
一
七須

藤

十
一
郎

東
津
軽
郡
平
内
町
大
字
茂
浦
字
茂
浦
五
の
五

蛎

崎

武

雄

平
内
町
第
二
加
入
区

東
津
軽
郡
平
内
町
大
字
茂
浦
字
浦
田
八
の
一

後

藤

賀

一

東
津
軽
郡
平
内
町
大
字
茂
浦
字
浦
田
一
〇
の
七
後

藤

巧

平
内
町
第
三
加
入
区

東
津
軽
郡
平
内
町
大
字
東
田
沢
字
小
館
一
一
の
二蝦

名

年

實

東
津
軽
郡
平
内
町
大
字
東
田
沢
字
小
館
一
一
の
一畑

井

勇

平
内
町
第
四
加
入
区

東
津
軽
郡
平
内
町
大
字
浅
所
字
浅
所
四
〇

宿
野
部

俊

雄

東
津
軽
郡
平
内
町
大
字
東
滝
字
滝
一
〇
〇
の
一
遠

嶋

勝

広

平
内
町
第
五
加
入
区

青
森
市
大
字
小
橋
字
福
田
一
〇

後
潟
加
入
区
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公

告

農
地
保
有
合
理
化
事
業
規
程
の
変
更
の
承
認

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

(

昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号)

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
社
団
法
人
脇
野
沢
村
農
業
振
興
公
社
の
農
地
保
有
合
理
化
事
業
規
程
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
六
年
九
月
二
十
二
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

承
認
に
係
る
農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
種
類

農
地
売
買
等
事
業(

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
を
い
う
。)

研
修
等
事
業(

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
四
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
業
を
い
う
。)

監

査

委

員

包
括
外
部
監
査
結
果
に
対
す
る
措
置
の
公
表

平
成
15年
度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
､
青
森
県
知
事
か
ら
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知

が
あ
っ
た
の
で
､
地
方
自
治
法
(昭
和
22年
法
律
第
67号
)
第
252条

の
38第
６
項
の
規
定
に
よ
り
､

措
置
の
内
容
を
公
表
す
る
｡

平
成
16年
９
月
22日

青
森
県
監
査
委
員

片
谷

稔

同
鶴
賀
茂
世

同
平
山
誠
敏

同
清
水
悦
郎

青 森 県 報平成16年９月22日 水曜日 第2382号 �

小

鹿

久

雄

青
森
市
大
字
六
枚
橋
字
不
浪
知
七

片

沼

政

直

東
津
軽
郡
蟹
田
町
大
字
中
師
字
宮
本
六
四
の
二
泉

谷

茂

夫

東
津
軽
郡
蟹
田
町
大
字
蟹
田
字
蟹
田
四
〇
の
三
飯

田

健
一
郎

蟹
田
町
第
一
加
入
区

東
津
軽
郡
蟹
田
町
大
字
石
浜
字
磯
ノ
山
一
二
の
二津

嶋

正

夫

東
津
軽
郡
蟹
田
町
大
字
石
浜
字
磯
ノ
山
一
五
四
の
三
石

岡

景

一

蟹
田
町
第
二
加
入
区

東
津
軽
郡
蟹
田
町
大
字
石
浜
字
塩
越
一
七
八

小

川

法

夫

東
津
軽
郡
蟹
田
町
大
字
石
浜
字
塩
越
四
六
二
の
五宮

本

勉

蟹
田
町
第
三
加
入
区

監
査
箇
所
名
監
査
項
目

監
査
結
果

措
置
の
内
容

医
業
未
収

金
(未
収

金
の
督
促

手
順
)

未
収
金
の
督
促
は
､
請
求
書

発
行
後
数
ヶ
月
た
っ
て
か
ら
初

回
の
納
入
依
頼
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
､
タ
イ
ム
リ
ー

な
督
促
手
続
が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
場
合
が
あ
る
｡

ま
た
､
年
度
繰
越
未
納
整
理

簿
の
督
促
手
続
の
記
録
に
よ
る

と
､
ハ
ガ
キ
と
文
書
に
よ
る
督

促
の
み
を
繰
り
返
し
て
､
そ
の

結
果
不
納
欠
損
処
理
に
至
っ
て

い
る
場
合
も
見
ら
れ
る
｡

納
期
限
後
な
る
べ
く
早
く
督

促
す
る
こ
と
が
未
収
金
の
回
収

に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
の
で

手
順
の
運
用
を
検
討
願
い
た
い
｡

医
業
未
収
金
に
つ
い
て
は
､

｢医
療
費
未
収
金
の
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
｣
(平
成
14年

３
月
29日

策
定
)
に
基
づ
い
て
､
納
入
通

知
書
発
行
後
２
か
月
経
過
し
て

も
支
払
い
の
な
い
場
合
､
電
話
・

文
書
等
で
督
促
を
行
う
ほ
か
､

督
促
に
応
じ
な
い
場
合
､
訪
問

徴
収
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
｡

今
後
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
手
順
に

よ
り
適
切
に
処
理
す
る
と
と
も

に
､
よ
り
効
果
的
な
対
策
に
つ

い
て
も
柔
軟
に
取
り
入
れ
解
消

に
努
め
る
｡

青
森
県
立

中
央
病
院

棚
卸
資
産

(
棚
卸
資

産
の
評
価

方
法
と
払

出
方
法
)

最
終
仕
入
単
価
法
は
､
仕
入

金
額
及
び
在
庫
金
額
か
ら
払
出

金
額
を
逆
算
す
る
方
法
で
あ
っ

て
､
期
末
の
在
庫
金
額
が
確
定

し
な
け
れ
ば
期
中
の
払
出
金
額

が
確
定
し
な
い
た
め
､
棚
卸
資

産
の
継
続
記
録
に
は
な
じ
ま
な

い
方
法
で
あ
る
も
の
と
考
え
る
｡

よ
っ
て
､
財
務
規
則
の
規
定
に

合
わ
せ
て
､
先
入
先
出
法
に
シ

ス
テ
ム
を
修
正
す
る
必
要
が
あ

る
｡

診
療
材
料
及
び
薬
品
に
つ
い

て
は
､
年
２
回
､
見
積
合
わ
せ

及
び
価
格
交
渉
に
よ
っ
て
単
価

契
約
を
実
施
し
て
い
る
が
､
契

約
変
更
前
の
旧
単
価
で
購
入
し

た
診
療
材
料
及
び
薬
品
が
契
約

変
更
後
に
在
庫
と
し
て
残
っ
て

い
る
場
合
に
は
､
こ
れ
ま
で
契

約
変
更
後
の
新
単
価
で
算
定
す

る
｢最
終
仕
入
原
価
法
｣
に
よ
っ

て
在
庫
管
理
し
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
｡

指
摘
の
あ
っ
た
事
項
に
つ
い

て
､
診
療
材
料
に
つ
い
て
は
平

成
15年
８
月
分
か
ら
､
薬
品
に

� �
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つ
い
て
は
平
成
15年
10月
分
か

ら
､
青
森
県
病
院
事
業
財
務
規

則
に
基
づ
き
､
購
入
時
の
単
価

で
在
庫
管
理
す
る
｢先
入
先
出

法
｣
に
よ
り
在
庫
管
理
す
る
よ

う
改
善
し
た
｡

棚
卸
資
産

(
棚
卸
差

額
分
析
の

重
要
性
)

年
度
末
に
県
出
納
長
に
報
告

し
て
い
る
｢年
度
末
実
地
た
な

卸
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
｣
の

記
載
方
法
を
実
態
に
合
っ
た
形

に
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
｡
ま

た
､
同
じ
よ
う
な
形
で
バ
ー
コ
ー

ド
ラ
ベ
ル
を
使
用
し
て
い
る
診

療
材
料
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ

と
が
指
摘
で
き
る
｡

た
な
卸
の
結
果
は
､
院
長
ま

で
き
ち
ん
と
報
告
し
､
そ
の
承

認
を
得
た
う
え
で
在
庫
数
量
を

実
際
数
量
に
変
更
す
る
必
要
が

あ
る
｡
数
多
く
の
薬
品
､
診
療
材
料

が
､
多
く
の
人
の
手
を
経
て
使

用
さ
れ
る
た
め
､
通
常
､
た
な

卸
に
よ
る
差
の
発
生
は
不
可
避

で
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
､

差
の
発
生
程
度
が
ど
の
よ
う
な

レ
ベ
ル
で
あ
る
か
､
高
額
の
薬

品
や
診
療
材
料
に
差
が
発
生
し

て
い
な
い
か
等
､
事
後
の
チ
ェ
ッ

ク
と
､
そ
の
対
策
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
つ
べ

き
で
あ
る
｡

１
薬
品
の
実
地
た
な
卸
の
実

施
結
果
に
つ
い
て
､
平
成
15

年
度
実
施
(平
成
16年
３
月

末
)
分
よ
り
､
記
載
方
法
を

実
態
に
合
わ
せ
た
形
に
改
め

て
お
り
､
院
長
と
県
出
納
長

へ
の
報
告
を
行
っ
て
い
る
｡

ま
た
､
こ
の
実
施
結
果
を
踏

ま
え
た
対
策
も
行
っ
て
い
く
｡

２
診
療
材
料
の
た
な
卸
に
つ

い
て
､
従
来
､
数
量
の
誤
差

及
び
金
額
を
院
長
ま
で
報
告

し
て
お
り
､
誤
差
発
生
の
原

因
等
に
つ
い
て
は
､
担
当
レ

ベ
ル
で
は
把
握
し
て
い
た
も

の
の
､
院
長
に
は
報
告
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
､
今
後
､

診
療
材
料
１
品
１
品
の
誤
差

発
生
原
因
等
に
つ
い
て
も
報

告
す
る
こ
と
と
し
､
そ
の
承

認
を
得
た
上
で
､
シ
ス
テ
ム

の
在
庫
数
を
訂
正
す
る
こ
と

と
す
る
｡
ま
た
､
こ
の
棚
卸

で
の
誤
差
発
生
原
因
等
に
つ

い
て
対
策
を
講
じ
､
今
後
の

業
務
に
活
用
す
る
｡

固
定
資
産

(
現
品
管

理
)

現
品
調
査
の
結
果
､
多
数
の

存
在
し
な
い
備
品
が
帳
簿
上
計

上
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
｡現
品
調
査
は
固
定
資
産
管
理

の
基
本
的
手
法
で
あ
る
｡
現
物

が
存
在
し
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
除
却
処
理
が
必
要
で
あ
る
｡

使
用
見
込
み
が
な
い
備
品
に
つ

い
て
も
除
却
処
理
が
必
要
で
あ

る
｡
ま
た
､
固
定
資
産
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
器
具
備
品
を

特
定
す
る
た
め
に
､
各
器
具
備

品
に
ラ
ベ
リ
ン
グ
な
ど
を
行
な

う
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
｡

医
療
機
器
及
び
器
具
備
品
に

つ
い
て
は
､
購
入
時
期
が
比
較

的
古
い
機
器
の
存
在
の
有
無
が

疑
わ
れ
る
こ
と
か
ら
､
平
成
15

年
度
中
に
､
昭
和
年
代
に
取
得

等
し
た
機
器
全
て
に
つ
い
て
現

品
調
査
を
実
施
し
､
現
物
が
存

在
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
除
却

処
理
し
た
｡
平
成
16年
度
中
に

は
､
平
成
元
年
以
降
に
取
得
等

し
た
機
器
全
て
に
つ
い
て
も
現

品
調
査
を
実
施
し
､
存
在
し
な

い
機
器
等
に
つ
い
て
は
所
要
の

措
置
を
講
じ
る
｡

ま
た
､
固
定
資
産
に
は
ラ
ベ

ル
(備
品
シ
ー
ル
)
を
貼
付
し

て
い
る
が
､
古
い
年
代
に
取
得

し
た
物
に
つ
い
て
は
ラ
ベ
ル
が

剥
が
れ
､
特
定
で
き
な
い
も
の

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
､
全
固
定

資
産
に
つ
い
て
確
認
の
上
､
改

め
て
ラ
ベ
ル
を
貼
り
付
け
る
こ

と
と
す
る
｡

薬
品
・
診

療
材
料
の

購
入
手
続

(
伝
票
の

様
式
)

財
務
規
則
に
よ
る
と
入
庫
伝

票
(納
品
書
の
提
出
が
あ
っ
た

場
合
は
､
入
庫
伝
票
の
発
行
を

省
略
し
､
当
該
納
品
書
を
も
っ

て
入
庫
伝
票
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
)､
出
庫
伝
票
､
振
替

伝
票
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
､
そ
の
様
式
に
つ
い
て

も
定
め
が
あ
る
｡
し
か
し
､
出

庫
伝
票
に
つ
い
て
は
､
実
際
に

使
用
し
て
い
る
書
式
と
財
務
規

則
に
よ
る
書
式
が
異
な
っ
て
い

る
｡
実
際
に
使
用
し
て
い
る
書

式
を
改
め
る
か
､
ま
た
は
､
財

務
規
則
に
よ
る
書
式
を
現
状
に

改
め
る
か
の
措
置
が
必
要
で
あ

る
｡

出
庫
伝
票
に
つ
い
て
､
薬
品

と
診
療
材
料
は
払
出
し
時
点
の

判
断
が
異
な
り
､
同
様
の
取
扱

い
が
で
き
な
い
た
め
､
次
に
よ

り
対
応
す
る
｡

①
薬
品
に
つ
い
て
は
､
財
務

規
則
で
｢次
の
各
号
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
又

は
出
庫
伝
票
に
よ
っ
て
当
該

使
用
す
る
た
な
卸
資
産
の
払

出
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
｡｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
､

こ
れ
に
基
づ
き
､
品
目
及
び

数
量
､
払
出
し
価
格
､
予
算

科
目
等
を
記
載
し
た
文
書
に

よ
り
払
出
し
を
行
う
こ
と
と

す
る
｡

②
診
療
材
料
に
つ
い
て
は
､

財
務
規
則
と
は
異
な
っ
た
様

式
で
出
力
し
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
､
対
策
と
し
て
現

在
の
シ
ス
テ
ム
を
改
造
す
る

必
要
が
あ
り
､
平
成
17年
度

に
予
定
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

更
新
の
際
に
､
合
わ
せ
て
対

応
す
る
こ
と
と
し
た
い
｡

薬
品
・
診

療
材
料
の

購
入
手
続

(
請
求
書

の
日
付
)

各
業
者
か
ら
の
請
求
書
の
ほ

と
ん
ど
が
日
付
未
記
入
の
状
態

で
受
領
さ
れ
､
当
病
院
に
お
い

て
受
領
し
た
日
付
を
ゴ
ム
印
で

押
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

た
｡
平
成
９
年
３
月
に
青
森
県

出
納
局
か
ら
発
行
さ
れ
た
支
出

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
､

請
求
書
の
要
件
と
し
て
請
求
年

月
日
が
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
あ
り
､
要
件
の
１
つ
を
欠
く

可
能
性
が
あ
る
｡
今
後
は
､
各

業
者
に
請
求
書
の
日
付
を
記
入

す
る
よ
う
依
頼
す
べ
き
で
あ
る
｡

請
求
書
に
日
付
が
記
入
さ
れ

な
い
で
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
る

場
合
が
一
部
で
み
ら
れ
た
が
､

今
後
は
業
者
に
対
し
て
漏
れ
な

く
日
付
を
記
入
す
る
よ
う
に
依

頼
し
､
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
｡

青
森
県
立

つ
く
し
が

丘
病
院

薬
品
・
診

療
材
料
の

購
入
手
続

(
薬
事
委

員
会
)

薬
事
委
員
会
に
つ
い
て
､
メ

モ
が
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
議
事
録
が
作
成
さ
れ
て
い

な
い
｡
委
員
会
終
了
後
速
や
か

に
議
事
録
を
作
成
す
る
必
要
が

あ
る
｡

薬
事
委
員
会
を
開
催
し
た
場

合
に
は
､
議
事
録
を
作
成
す
る

こ
と
と
し
た
｡

� �
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薬
品
・
診

療
材
料
の

購
入
手
続

(
伝
票
の

様
式
)

出
庫
伝
票
に
つ
い
て
､
実
際

に
使
用
し
て
い
る
書
式
と
財
務

規
則
に
よ
る
書
式
が
異
な
っ
て

い
る
｡
実
際
に
使
用
し
て
い
る

書
式
を
改
め
る
か
､
ま
た
は
､

財
務
規
則
に
よ
る
書
式
を
現
状

に
改
め
る
か
の
措
置
が
必
要
で

あ
る
｡

平
成
16年
５
月
よ
り
財
務
規

則
の
様
式
に
改
め
た
｡

薬
品
・
診

療
材
料
の

購
入
手
続

(
請
求
書

の
日
付
)

各
業
者
か
ら
の
請
求
書
の
ほ

と
ん
ど
が
日
付
未
記
入
の
状
態

で
受
領
さ
れ
､
当
病
院
に
お
い

て
受
領
し
た
日
付
を
ゴ
ム
印
で

押
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

た
｡
平
成
９
年
３
月
に
青
森
県

出
納
局
か
ら
発
行
さ
れ
た
支
出

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
､

請
求
書
の
要
件
と
し
て
請
求
年

月
日
が
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
あ
り
､
要
件
の
１
つ
を
欠
く

可
能
性
が
あ
る
｡
今
後
は
､
各

業
者
に
請
求
書
の
日
付
を
記
入

す
る
よ
う
依
頼
す
べ
き
で
あ
る
｡

請
求
書
に
日
付
が
記
入
さ
れ

な
い
で
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
る

場
合
が
一
部
で
み
ら
れ
た
が
､

今
後
は
業
者
に
対
し
て
漏
れ
な

く
日
付
を
記
入
す
る
よ
う
依
頼

し
､
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
す
る
｡

固
定
資
産

(現
品
の

管
理
)

現
品
調
査
の
結
果
､
多
数
の

存
在
し
な
い
備
品
が
帳
簿
上
計

上
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
｡
存
在
し
な
い
備
品
は
過
去

に
更
新
・
廃
棄
済
み
で
あ
り
､

更
新
の
際
に
除
却
処
理
す
る
べ

き
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

昭
和
51年
取
得
の
広
角
眼
底

カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
､
固
定
資

産
台
帳
上
の
管
理
番
号
と
現
品

に
添
付
さ
れ
て
い
る
管
理
番
号

が
異
な
っ
て
い
た
が
､
現
品
に

添
付
さ
れ
て
い
る
管
理
番
号
は

固
定
資
産
台
帳
上
で
は
存
在
し

な
か
っ
た
｡
倉
庫
で
発
見
し
た

電
子
天
秤
(簿
価
13,000円

)､
溶
解
試
験
器
(簿
価
6,350円

)
に
つ
い
て
は
､
使
用
見
込
み
が

な
い
の
で
除
却
処
理
が
必
要
で

あ
る
｡

昭
和
51年
取
得
の
広
角
眼
底

カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
､
台
帳
上

の
管
理
番
号
と
現
品
に
添
付
さ

れ
て
い
る
管
理
番
号
が
相
違
し

て
い
る
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
､

既
に
耐
用
年
数
を
経
過
し
､
使

用
不
能
と
な
っ
て
い
る
た
め
､

台
帳
上
の
管
理
番
号
で
平
成
15

年
度
末
に
除
却
処
理
し
た
｡

電
子
天
秤
､
溶
解
試
験
器
に

つ
い
て
も
､
使
用
不
能
の
た
め

除
却
処
理
し
た
｡

そ
の
他
の
固
定
資
産
に
つ
い

て
も
､
再
確
認
し
た
上
で
､
耐

用
年
数
経
過
等
に
よ
り
使
用
不

能
な
も
の
に
つ
い
て
は
､
除
却

処
理
し
た
｡

固
定
資
産

(固
定
資

産
台
帳
)

固
定
資
産
台
帳
に
は
必
ず
固

定
資
産
番
号
を
付
す
こ
と
が
必

要
で
あ
る
｡
管
理
番
号
が
な
け

れ
ば
現
品
に
ラ
ベ
リ
ン
グ
も
で

き
ず
､
現
品
を
特
定
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
｡

固
定
資
産
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
器
具
備
品
の
ラ
ベ
リ
ン

グ
に
つ
い
て
は
､
台
帳
と
突
合

し
な
が
ら
､
平
成
16年
度
末
ま

で
に
整
備
す
る
｡

人
件
費

14年
分
の
賃
金
台
帳
を
閲
覧

指
摘
の
あ
っ
た
賃
金
台
帳
に

(
非
常
勤

職
員
の
賃

金
台
帳
)

し
た
と
こ
ろ
､
下
記
の
よ
う
な

事
実
が
あ
り
､
改
善
が
必
要
で

あ
る
｡

�
住
所
欄
や
生
年
月
日
欄
が

空
欄
に
な
っ
て
い
る
も
の
が

あ
る
｡

�
全
く
違
う
職
員
で
あ
る
が
､

同
じ
住
所
と
生
年
月
日
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
あ
る
｡

つ
い
て
は
改
善
済
み
で
あ
り
､

今
後
､
注
意
し
再
発
の
な
い
よ

う
に
す
る
｡

委
員
会
活

動
①
管
理
委
員
会
の
位
置
づ
け

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
｡

要
綱
の
と
お
り
最
高
意
思
決

定
機
関
と
し
て
運
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
､
毎
回
議
事
録
を

作
成
し
､
議
事
の
経
過
と
､

報
告
事
項
､
決
議
事
項
を
記

録
と
し
て
残
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
｡

②
管
理
委
員
会
以
外
の
委
員

会
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討

し
､
無
駄
な
委
員
会
は
廃
止

し
､
逆
に
新
規
に
開
設
の
必

要
な
委
員
会
が
な
い
か
ど
う

か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
｡

③
各
委
員
会
の
構
成
委
員
数

が
多
く
､
幹
部
職
員
は
い
く

つ
か
の
委
員
を
兼
務
し
て
い

る
現
状
に
あ
る
｡
必
要
な
委

員
会
で
あ
っ
て
も
､
ス
リ
ム

な
構
成
を
め
ざ
す
べ
き
で
あ

る
｡

④
薬
事
委
員
会
､
給
食
委
員

会
は
､
そ
の
性
格
上
､
年
に

数
度
は
開
催
す
る
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
る
｡

①
管
理
委
員
会
の
議
事
録
作

成
に
つ
い
て
は
､
実
施
済
み

で
あ
る
｡

②
そ
の
他
の
各
委
員
会
に
つ

い
て
は
､
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
し
､
見
直
す
こ
と
と
す

る
｡

③
各
委
員
会
の
委
員
構
成
を

見
直
す
こ
と
と
す
る
｡

④
薬
事
委
員
会
､
給
食
委
員

会
は
､
要
綱
に
沿
っ
て
原
則

と
し
て
､
四
半
期
に
一
度
開

催
し
て
い
く
｡

社
団
法
人

青
い
森
農

林
振
興
公

社

農
地
保
有

合
理
化
事

業(用
地
勘

定
)

一
時
貸
付
の
場
合
､
公
社
は

賃
貸
期
間
を
通
じ
て
事
業
者
か

ら
農
地
の
使
用
料
を
受
取
っ
て

い
る
が
､
使
用
料
を
受
取
っ
た

際
､
使
用
料
と
同
額
を
用
地
勘

定
か
ら
控
除
し
て
い
る
｡
算
定

の
結
果
､
用
地
勘
定
は
278,71

9,300円
過
少
に
計
上
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
｡

現
行
の
処
理
は
誤
り
で
あ
る
｡

農
地
を
使
用
さ
せ
て
い
る
期
間

は
､
農
地
の
所
有
権
は
公
社
に

帰
属
し
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
か

ら
､
用
地
勘
定
を
減
額
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
｡
用
地
勘
定
は

修
正
す
る
必
要
が
あ
る
｡

平
成
15年
度
決
算
に
お
い
て
､

用
地
勘
定
の
残
高
に
つ
い
て
は
､

こ
れ
ま
で
の
計
上
方
式
を
改
め
､

農
地
取
得
時
の
価
額
を
減
額
せ

ず
に
計
上
す
る
よ
う
修
正
し
た
｡

� �
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未
収
金

Ｅ
分
類
(回
収
不
能
)
は
､

経
営
破
綻
又
は
実
質
的
に
経
営

破
綻
に
陥
っ
て
い
る
債
務
者
に

対
す
る
債
権
と
認
め
ら
れ
る
未

収
金
で
あ
る
｡
回
収
可
能
性
が

ほ
と
ん
ど
な
い
と
判
断
さ
れ
る

可
能
性
が
高
い
が
､
そ
の
場
合

に
は
債
権
か
ら
直
接
減
額
し
て

貸
倒
償
却
の
処
理
が
必
要
で
あ

る
｡こ
の
ほ
か
､
債
務
の
弁
済
に

重
大
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
債

務
者
に
対
す
る
債
権
で
回
収
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
未
収
金
に

つ
い
て
は
､
個
別
に
回
収
の
可

能
性
を
見
積
り
､
貸
倒
引
当
金

を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
｡

Ｅ
分
類
で
回
収
が
で
き
な
い

と
判
断
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
､
平
成
15年
度
決
算
に
お
い

て
､
貸
倒
損
失
処
理
を
実
行
し

た
｡将
来
回
収
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
､
平
成

16年
３
月
に
制
定
し
た
社
団
法

人
青
い
森
農
林
振
興
公
社
引
当

金
取
扱
要
領
に
基
づ
き
､
平
成

15年
度
決
算
に
お
い
て
､
貸
倒

引
当
金
を
計
上
し
た
｡

特
定
預
金

及
び
引
当

金

①
損
害
補
償
損
失
引
当
金
は

計
上
根
拠
が
明
確
で
な
く
､

計
上
方
法
に
も
規
則
性
が
認

め
ら
れ
な
い
｡
よ
っ
て
､
当

該
引
当
金
は
取
り
崩
す
べ
き

で
あ
る
｡

②
担
い
手
確
保
事
業
積
立
金

引
当
預
金
､
中
山
間
事
業
積

立
金
引
当
預
金
及
び
経
営
転

換
事
業
積
立
金
引
当
預
金
の

３
つ
は
､
い
ず
れ
も
用
地
購

入
の
た
め
の
長
期
借
入
金
返

済
資
金
と
し
て
留
保
し
た
特

定
預
金
で
あ
り
､
こ
れ
ら
３

つ
に
対
応
す
る
３
つ
の
引
当

金
(負
債
)
は
､
同
額
を
引

当
経
理
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ

て
､
引
当
金
の
要
件
を
満
た

し
て
い
な
い
｡
よ
っ
て
､
こ

れ
ら
の
引
当
金
は
利
益
留
保

性
引
当
金
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
､
取
り
崩
す
べ
き
で
あ
る
｡

③
合
理
化
事
業
用
地
損
失
引

当
金
は
､
農
地
保
有
合
理
化

事
業
に
よ
り
保
有
す
る
農
用

地
等
の
時
価
が
取
得
価
額

(簿
価
)
よ
り
下
落
し
た
と

き
に
､
回
復
す
る
見
込
み
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を

除
き
､
取
得
価
額
と
時
価
と

の
差
額
を
計
上
す
る
も
の
で

あ
る
が
､
平
成
14年
度
末
に

お
け
る
公
社
の
同
引
当
金
残

高
22,097千

円
は
一
時
貸
付

①
損
害
補
償
損
失
引
当
金
は
､

平
成
15年
度
決
算
に
お
い
て

取
り
崩
し
た
｡

②
担
い
手
確
保
事
業
引
当
金
､

中
山
間
事
業
引
当
金
､
経
営

転
換
事
業
引
当
金
は
､
平
成

15年
度
決
算
に
お
い
て
取
り

崩
し
た
｡

③
合
理
化
事
業
用
地
損
失
引

当
金
は
､
平
成
15年
度
決
算

に
お
い
て
､
長
期
預
り
金
と

し
て
処
理
し
た
｡
ま
た
､
平

成
16年
３
月
に
制
定
し
た
社

団
法
人
青
い
森
農
林
振
興
公

社
引
当
金
取
扱
要
領
に
基
づ

き
､
平
成
15年
度
決
算
に
お

い
て
､
合
理
化
事
業
用
地
損

失
引
当
金
を
計
上
し
た
｡

④
寄
付
金
引
当
預
金
は
､
平

成
15年
度
決
算
に
お
い
て
､

取
り
崩
し
た
｡

タ
イ
プ
事
業
で
受
領
し
た
保

証
金
で
あ
っ
て
引
当
金
の
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い
｡
よ
っ

て
､
当
該
引
当
金
は
取
り
崩

し
､
そ
の
名
称
を
変
更
し
た

う
え
で
長
期
預
り
金
と
し
て

計
上
す
べ
き
で
あ
る
｡

④
固
定
資
産
に
計
上
さ
れ
て

い
る
寄
付
金
引
当
預
金
は
､

平
成
14年
４
月
に
青
森
県
農

業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

を
統
合
す
る
際
に
､
当
該
セ

ン
タ
ー
の
基
本
財
産
部
分
の

預
金
を
引
き
継
い
だ
も
の
で

あ
る
｡
公
社
の
基
本
財
産
と

し
な
い
以
上
､
特
定
預
金
と

し
て
計
上
す
る
根
拠
が
曖
昧

で
あ
り
､
取
り
崩
す
べ
き
で

あ
る
｡

大
規
模
助

成
金
特
別

会
計(交
付
申

請
書
)

交
付
申
請
書
を
閲
覧
し
た
と

こ
ろ
､
一
部
､
代
筆
と
思
わ
れ

る
も
の
が
あ
っ
た
｡
助
成
金
は

口
座
振
込
に
よ
っ
て
お
り
､
他

に
本
人
確
認
資
料
も
添
付
し
て

い
る
こ
と
か
ら
､
危
険
性
は
小

さ
い
も
の
と
思
う
が
､
申
請
書

の
性
質
上
､
本
人
の
自
署
を
求

め
る
よ
う
､
各
農
業
委
員
会
に

周
知
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
｡

平
成
16年
度
か
ら
本
人
が
自

署
す
る
よ
う
､
平
成
16年
６
月

に
開
催
し
た
農
業
委
員
会
の
担

当
者
会
議
に
お
い
て
周
知
徹
底

を
図
っ
た
｡

さ
ら
に
､
同
年
７
月
に
は
各

農
業
委
員
会
に
文
書
で
そ
の
旨

通
知
し
た
｡

� �
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